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平成22年度診療報酬改定について

標記については、「診療報酬の算定方法の一部を改正する件」（平成22年厚生

労働省告示第69号）等の関係告示等が別添のとおり公布され、本年４月１日から

適用されることとなった。

これらの改正の趣旨及び概要は、別紙「平成22年度診療報酬改定の概要」のと

おりであるので、貴管内の関係団体への周知徹底について格段の御配慮をお願い

したく通知する。



（別添） 

平成 22 年度診療報酬改定 関係省令・告示一覧表 
 

No. 省令又は告示の名称 
公布又は 

告示（予定）日
法令番号 

１ 
保険医療機関及び保険医療養担当規則及び保険薬局

及び保険薬剤師療養担当規則の一部を改正する省令 
３月５日 厚生労働省令第 25 号 

２ 

高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養

の給付等の取扱い及び担当に関する基準の一部を改

正する件 

３月５日 厚生労働省告示第 68 号

３ 診療報酬の算定方法の一部を改正する件 ３月５日 厚生労働省告示第 69 号

４ 使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部を改正する件 ３月５日 厚生労働省告示第 70 号

５ 
特定保険医療材料及びその材料価格（材料価格基準）

の一部を改正する件 
３月５日 厚生労働省告示第 71 号

６ 基本診療料の施設基準等の一部を改正する件 ３月５日 厚生労働省告示第 72 号

７ 特掲診療料の施設基準等の一部を改正する件 ３月５日 厚生労働省告示第 73 号

８ 
訪問看護療養費に係る指定訪問看護の費用の額の算

定方法の一部を改正する件 
３月５日 厚生労働省告示第 74 号

９ 
訪問看護療養費に係る訪問看護ステーションの基準

等の一部を改正する件 
３月５日 厚生労働省告示第 75 号

10 
療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生

労働大臣が定める掲示事項等の一部を改正する件 
３月５日 厚生労働省告示第 76 号

11 

厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等

の員数の基準並びに入院基本料の算定方法の一部を

改正する件 

３月 19 日 （未定） 

12 複数手術に係る費用の特例を定める件 ３月 19 日 （未定） 

13 
厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に

要する費用の額の算定方法の一部を改正する件 
３月 19 日 （未定） 

14 

厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に

要する費用の額の算定方法第一項第六号の規定に基

づき厚生労働大臣が別に定める者の一部を改正する

件 

３月 19 日 （未定） 

15 
厚生労働大臣が定める傷病名、手術、処置等及び副傷

病名の一部を改正する件 
３月 19 日 （未定） 

16 

厚生労働大臣が指定する病院の病棟並びに厚生労働

大臣が定める病院、調整係数及び機能評価係数を定め

る件 

３月 19 日 （未定） 

17 
要介護被保険者等である患者について療養に要する

費用の額を算定できる場合の一部を改正する件 
３月 26 日 （未定） 

18 
厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準の一部

を改正する件 
３月 26 日 （未定） 

19 

療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に

関する省令第七条第三項の規定に基づき厚生労働大

臣が定める様式の一部を改正する件 

３月 26 日 （未定） 

20 

訪問看護療養費及び公費負担医療に関する費用の請

求に関する省令第二条の規定に基づき厚生労働大臣

が定める様式の一部を改正する件 

３月 26 日 （未定） 

 



訪問看護の推進について①

患者のニ ズに応じた訪問看護の推進①

 同月に訪問看護療養費を算定できる訪問看護ステーション数の
制限の緩和

患者のニーズに応じた訪問看護の推進①

制限の緩和

①末期の悪性腫瘍等の利用者で、訪問看護が毎日必要な利用者
２カ所→３カ所カ所 ３カ所

②特別訪問看護指示書の指示期間中に週4日以上の訪問看護が
必要な利用者

カ所 カ所１カ所→２カ所

患者のニーズに応じた訪問看護の推進②

 安全管理体制の整備を要件とし訪問看護管理療養費の引上げ

訪問看護管理療養費（初日） ７,０５０円 → ７,３００円
ま（２日目～１２日目まで） ２,９００円 → ２,９５０円

安全管理体制：
① 安全管理に関する基本的な考え方、事故発生時の対応方法等が文書化されている。① 安 管 関する 本 な考 方、事故発 時 対 方法等 文書化され る。

② 訪問先で発生した事故、インシデント等が報告され、その分析を通した改善策が実
施される体制が整備されているなど
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訪問看護の推進について②

乳幼児等 の訪問看護の推進

 乳幼児等への訪問看護の評価
乳幼児加算（3歳未満） ５００円※１／５０点※２（1日につき）

新

乳幼児等への訪問看護の推進

乳幼児加算（3歳未満） ５００円 ／５０点 （1日につき）
幼児加算（3歳以上6歳未満） ５００円※１ ／５０点※２ （1日につき）

新

訪問看護におけるタ ミナルケアに係る評価の見直し

 在宅患者の看取りについて、様々な不安や病状の急激な変化
等に対し 頻回な電話での対応や訪問看護を実施し ターミナル

訪問看護におけるターミナルケアに係る評価の見直し

等に対し、頻回な電話での対応や訪問看護を実施し、タ ミナル
ケアを行っている場合には、在宅等での死亡にかかわらず、医療
機関に搬送され２４時間以内に死亡した場合においても評価

訪問看護ターミナルケア療養費※１ ／ターミナルケア加算※２

患者の状態に応じた訪問看護の充実

 重度の褥瘡（真皮を越える褥瘡の状態）のある者を重症者管理
加算※１ ／在宅移行管理加算※２の対象として追加

患者の状態に応じた訪問看護の充実

加算※ ／在宅移行管理加算※ の対象として追加

※１訪問看護療養費、※２在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料
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訪問看護の推進について③

 末期の悪性腫瘍等の対象となる利用者（注）に対し、看護師等が

患者の状態に応じた訪問看護の充実

同時に複数の看護師等と行う訪問看護の評価
複数名訪問看護加算 （週1回）

（看護師等の場合） ４ ３００円※１ ／４３０点※２

新

（看護師等の場合） ４，３００円※１ ／４３０点※２

（准看護師の場合） ３，８００円※１／３８０点※２

（注）対象となる利用者
① 末期の悪性腫瘍等の者
② 特別訪問看護指示期間中であって、訪問看護を受けている者
③ 特別な管理を必要とする者③ 特別な管理を必要とする者
④ 暴力行為、著しい迷惑行為、器物破損行為等が認められる者

※１訪問看護療養費 ※２在宅患者訪問看護 指導料及び同 建物居住者訪問看護 指導料※１訪問看護療養費、※２在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料
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